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研究成果の概要：本研究では、日露戦争から韓国併合に至る時期に伊藤博文の下で進められた

韓国統治について、日本の近代化経験がどのように帝国の形成につながったのかという視角か

ら共同研究を行った。研究成果の一部は、西園寺公望や山県有朋の評伝やその他の学術論文に

発表した他、2008 年 10 月開催の国際シンポジウムで、既に一般にも広く公開した。また、論

文集『伊藤博文と韓国統治』を、2009 年 6 月に公刊する予定である。 
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  年度  

総 計 14,800,000 4,440,000 19,240,000 

 
 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：史学・日本史 
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１．研究開始当初の背景 

19 世紀後半～20 世紀前半にかけて、日本

は非西洋諸国の中で先駆けて近代化を成し

遂げた。そこで最も中心的役割を果たした政

治指導者の一人が、明治政府の中枢に一貫し

て位置した伊藤博文であった。伊藤は、明治

憲法の制定や運用、条約改正、日清戦争など

で中心的な役割を果たし、そのバランスの取

れた政治指導は日本の研究では高く評価さ

れている。晩年に韓国統監として推進した韓

国併合についても、日本国内では比較的穏健

派に位置し、国際協調に注意を払い、韓国へ

の一定の配慮を持ちながら慎重に進めたと

評価されることが多い。しかし韓国において

はそのような評価は稀で、伊藤が韓国の主体



性を奪い、侵略を進めていった側面が強調さ

れている。伊藤をどのように評価するかは、

日韓の歴史認識問題を考える上で最も主要

な争点の一つであり、その評価の相違は、ま

さに日韓の歴史認識のギャップを象徴して

いる感さえある。 

それでは、伊藤に対して日韓で正反対に近

い評価がなされているのはなぜだろうか。い

かなる点でどのように評価が分かれている

のだろうか。本研究は、このような疑問に答

え、伊藤博文による韓国統治の実態を解明す

るため、一次史料に基づく実証的方法を重視

し、韓国の研究者の協力を得ながら、共同研

究を進めるものである。 

 
２．研究の目的 

本研究の目的は、上述した問題意識のもと

で、日露戦争から韓国併合に至る時期に伊藤

博文の下で進められた韓国統治について、日

本の近代化経験がどのように帝国の形成に

つながったのかという視角から、実証的・学

際的・国際的な共同研究を行うことで、日韓

の相互理解を深め、歴史認識を共有するため

の基盤を作ることにある。 

 
３．研究の方法 

本研究では、主に以下の３点の分析を重点

的に進めた。（1）日本の近代化経験が韓国統

治に及ぼした影響、（2）日本の統治に対する

韓国側の反応、（3）日露戦争以後の東アジア

国際政治における韓国問題、という 3 点の検

討を進めた。 

本研究の特色は、上記の検討を、これまで

十分に活用されていない一次史料に基づい

て進めた点にある。具体的には、日本の外務

省外交史料館、防衛庁防衛研究所図書館、国

立公文書館、東京大学、京都大学などが所蔵

する一次史料や公刊史料はもちろんこと、イ

ギリス外務省文書（イギリス国立公文書館所

蔵）、ソウル大学の奎章閣、国家記録院など

に散在し従来利用されていない韓国の未公

刊史料を、調査・収集・分析した。 

また、研究を進めるにあたっては、各地方

に残されている一次史料を収集・分析するこ

とにも努めた。主な調査先は、以下の通りで

ある。山口県立公文書館、萩市立博物館、伊

藤公記念館、大磯町立図書館、大磯町立郷土

資料館、旧大磯プリンスホテル。また、数度

にわたって伊藤家に聞き取り調査を実施し

ている。 

本研究には、李盛煥氏（啓明大学教授）他

4 名の韓国の研究者の協力を得て、日韓双方

の歴史学者・法学者・政治学者の参加を得た。

日本史・朝鮮史・日英関係史・日米関係史、

政治史・外交史・思想史・法制史など、多様

な研究エリアとディシプリンを持つ、日韓双

方の研究者が加わることによって、共同研究

の実を挙げることができた。 

 
４．研究成果 

（１）本研究の成果の一部は、既にいくつか

の学術論文や著書の形で公表している。学術

論文は、従来研究蓄積の浅かった韓国併合前

の日本の対韓政策などについて明らかにし

たもので、本研究による広汎な史料収集や多

分野の研究者との議論によって可能になっ

たものである。また、著書としては、研究代

表者が西園寺公望、山県有朋の評伝を執筆し、

伊藤博文や日本の対韓政策に関わる部分に

ついては、本研究による最新の成果が反映さ

れている。 

 
（２）2008 年 10 月に、国立京都国際会議場

において国際シンポジウム「伊藤博文と韓国

統治」を開催した。本研究の成果を、一般に

も分かりやすい形で発表したもので、約 500



名の参加を得、当時の様子については、『朝

日新聞』紙上で報道された。シンポジウムの

プログラムは、下記の通りである。 

 
■日韓シンポジウム「伊藤博文と韓国統治」

（2008 年 10 月 19 日、国立京都国際会館） 
・開会あいさつ―伊藤博文没後 100 年を前に
して：伊藤之雄（京都大学教授） 
・シンポジウム司会：伊藤之雄・李盛煥 
 
１．伊藤博文の対韓政策―韓国統治の展開：     
方光錫（延世大学教授） 
コメンテーター：崔在穆（嶺南大学教授）、
松田利彦（国際日本文化研究センター准教
授） 
 
２．伊藤博文における知と政治―韓国統治を
めぐる思想：瀧井一博（国際日本文化研究セ
ンター准教授） 
コメンテーター：川田稔（名古屋大学教授）、
李宗燦（亜州大学教授） 
 
３．統監府の司法改革―韓国統治と法の支
配：文竣映（釜山大学教授） 
コメンテーター：大石眞（京都大学教授） 
伊藤孝夫（京都大学教授） 
 
４．イギリス・アメリカのみた韓国併合―国
際関係と「韓国統治」：奈良岡聰智（京都大
学准教授） 
コメンテーター：浅野豊美（中京大学教授） 
西田敏宏（人間環境大学准教授） 
 
５．植民地朝鮮における記憶 
・伊藤博文の記憶―京城の博文寺を中心に：
水野直樹（京都大学教授） 
・安重根についての朝鮮人社会の記憶   
辛珠柏（ソウル大学責任研究員） 
 
・閉会あいさつ―植民地支配の記憶とあらた
な日韓関係：李盛煥（啓明大学教授） 

  

 
（３）本研究の成果を包括的にまとめた論文
集として、伊藤之雄・李盛煥編著『伊藤博文
と韓国統治』（ミネルヴァ書房）を 2009 年 6
月に公刊する予定である。同書の韓国語版も、
図書出版先人から同時に公刊される予定で
ある。 
 
（４）研究代表者の伊藤は、本研究の成果を
活かして、伊藤博文の評伝の執筆を進めてお
り、こちらも近く出版予定である。 
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